
回収後リサイクル
薬剤を再生して
出荷されます

平成24年度の廃消火器の回収率は64%です。

95.1%の再資源化を達成 平成24年度実績

粉末消火薬剤
10,772t

消火薬剤
11,328t（59.5%）

廃消火器
19,036t

本体容器
4,628t（24.3%）

アッセンブリー
（蓋、導入管一式）
3,080t（16.2%）

廃棄物処理

廃棄物処理

廃棄物処理

粉末消火薬剤原料
10,419t（54.7%）

肥料原料
244t（1.3%）

再資源化
18,097t

鉄・ステンレス
4,337t（22.8%）

アルミ
291t（1.5%）

金・非鉄素材（鉄・アルミ・真鍮）
2,806t（14.8%）

液体系消火薬剤
556t（2.9%）

再生用途に適さない消火薬剤
109t（0.6%）

廃プラスチック類
274t（1.4%）

合格

不合格

再生薬剤
品質検査

消火器工業会会員メーカーにおける年間の消火器生産本数の推移は年々増加
する傾向にあります。
要因は、平成23年１月の省令改正による消火器の型式失効、および平成23年
４月の消火器の点検基準改正により製造から10年を経過した消火器に対して
耐圧性能点検が義務付けられ以降３年ごとに水圧点検が必要になったこと
で、10年を経過した消火器の入れ替えが進んだことなどが挙げられます。

本

95.1%

2,650,104
3,026,842

4,050,361

H22年度 H23年度 H24年度


